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「恋 人 の 告 白 」(そ の一)

大 槻 博 訳

第 一 巻

序

ユ

私達 よ り以前 の人 々が書 い た本 は残 ってお ります。 ですか ら,私 達 はその 当時 書か れた

もの によ って学 ぶ ことがで き ます。 私 もま た今 日 ここで,新 らしい ことが らにつ いて,昔

の賢者 の例 に倣 って書 き記 します ので,私 が他 界 した時,こ れ は将 来人 々の 目に入 る こと

　ヨ

に なるで しょう。 この ことは良 い ことで す。 しか し,人 々が語 ってお り,ま た事 実 そ うな

のです が,も し知識 となる ことにつ いてのみ書 きます と,読 む人 の心 をいつ も厭 きさせ る

ことにな ります。 で すか ら,読 者 がお許 し下 さるな ら,私 は中道 を行 き,あ る程 度楽 しい

こととま じあな こ と,そ の両 者 の中間 とな る本 を書 きたい と思 い ます。 そ うす れば,多 少

とも私 の書 いた こ とを好む人 が い るか もしれ ませ ん。私 達が話 して い る英語 で書 く人 はほ

とん どい ませ んので,私 は英 国 のため に リチ ャー ド王 の御世16年 に,本 を著 す ことに しま
26

した。今後何が起 こるかわか りません。 といいますのは,今 この時 この世は至 る所 いろい

ろと変化 しております。今の世の中を過去 と比較 してみます と,殆 どすっか り変 っている
ヨ　

ことに気がつきます。世の中がこのよ うに変化 している理 由は,詳 しく言 う必要はありま

せん。世の中の事情は目にふれますので,す べての人はそれを知ることができます。昔 は

書物が今以上に大切にされま した。そ して,書 物 は徳のある人 々によって好 まれま した。

今,私 達のいるこの地上で起 っていることが らを書 く人が もしいなければ,人 々が語って

いるような,良 き入々の名誉は大部分忘れ去 られるで しょう。かつていた立派 な王を誉あ

称えるために,書 物 は至 る所で人々にその王の行動を語 っています。そ して又,王 位 に就

いていた時,極 悪非道な行動をとり,悪 事を重ねた王がいますが,そ のような王の行動を
52

書 き記 した書 物 もあ ります。私 には僅 か な学 問 しかあ りませ んが,ず っと以前 に起 った事

柄 につ いて本 を著 わ そ うと思 い ます。 しか し,入 々が語 って いる よ うに,こ の世 は今 は零

落れ,以 前 よ り悪 い状況 にあ ります ので,出 来 る限 り,毎 日変化 す る この世 の こ とに もふ
61

れたいと思います。私は今 も,そ して今 まで も長い間病いに冒されてきましたが,賢 明な
66

人 々に理 解 され るよ うに書 き記 し,私 の務 めを果 したい と思 います。 この序 には ま じめな

ことが らを書 いて います ので,こ の序 を読 まれ る賢 明な人 は誰で も,神 以外 は誰 も知 るこ
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とので きない この 世 に起 った 思 いが けな いで きご とを 思 い 出 して 頂 ける ことで しょう。
ア　

序を書き終えた後,こ の本 には,多 くの不思議な ことを行い,多 くの賢明な人々を悲 しま
　　

せて きた愛 につ いて 書 こうと思 い ます。 そ して,私 は現 在支配 して い る人 々の美徳 と悪徳

につ いて論 じよ うと思い ます。 しか し,私 の知恵 はすべ て の人 々の欠 点 を直 す ほ ど深 くあ

りません。 それ らが王の命令 によ り改 め られ ます よ うに,心 の通 いあ う ランカス ター のへ
88

ン リー とい う私 の主 君 に,こ の本 を送 ります。 天上 の神 は,彼 が騎士 た るべ き 資格 を備

え,彼 にはあ らゆ る徳が あ るこ とを示 されて お ります。 それ ゆえ,私 は王 に全 幅 の信 頼 を

よせ,信 念 を もって この仕 務を果 そ う と思 います。私 の この試 みが成 し遂 げ られ ます よ う

神 に祈 ります。
　ヨ

私は過去のことを心に思いお こします と,そ の当時 この世は豊かで した。当時人 々の生

活 は平安で した。物は豊富にあ り,人 々は裕福で,武 勇を示す機会があ りま した。騎士道

は重ん じられ,そ の評判 は年代記 に記 され残 っております。当時,法 の正義は保たれ,王 の
　む　

特 権 は守 られ,爵 位 は高 く称 え られて お りま した。町 に は争 い はな く,人 々 は国 の法 律 に

従 い,正 義 を伴 な った平和 と愛が あ りま した。入 々の心 は その表情 に現 わ れ,こ とば は偽

りの姿 を とる ことな く,そ の心を あ らわ し,愛 を妬 む者 は な く,美 徳 は崇 め られ,悪 徳 は
ユ　

蔑 まれま した。今 や作物 は根 の下 にな り,世 界 は まった く変 りま した。 特 に,愛 はその本
122

来 の姿 をな くして お ります。 私 はその証拠 と して,嘘 を言 う ことが ない民衆 の声 を書 き記

して おき ます。 国 は分 裂 し,愛 で は な く憎 しみが先 を行 き,戦 いの後 に平和 が来 る ことな

く,法 は二 つ の顔 を持 ち,正 義 は徳 と共 にな くな った と,一 度 な らず 幾度 も今 日人 々は語

って お ります。 このよ うに四方 を見 ます と,世 界を襲 って い る救 いのな い悲 しみ を人 々は
ユヨ　

見るのです。 どの国 も例外ではありません。 といいますのは,ど こにで も盲 目の運命が廻

す車輪の回転があ ります。 このような理由ですので,誰 に も確実なことはわか りません。

神 はなすべきことは御存知ですが,月 の下 に住む私達はこの世で苦痛 に満ちた生活を して

います。 もし,こ の世を支配する力を持つ者が,至 る所 にある良き意見を聞き,正 義を行

うなら,国 を不幸か ら救 う唯一・のものである愛を憎 しみが打ち砕 くことはないで しょう。
ユ　ユ

理 性 があれ ば,支 配者 で あ る者 に入 々は従 い,彼 は人 々の忠節 を得 ます。彼 は人 々の考 え

を受 け入 れ るべ きで す。 といい ますの は,賢 明 な意見 は聞 くべ きです。 一人 で も賢 明です
ユら　

が,十 二 人で は もっ と良 い知 恵が あ ります。 もし,王 と臣下が 一つ とな ります と,毎 日新

ら しく起 って い る戦争 を終 らせ るた め,神 が その恩寵 を下 さ るとい う望 みがやが て生 じま
ユ　

す。戦争 は,特 に人 々に平和 を もた らす た めに命 を投 げ出 された キ リス トを思 うと,悲 し

むべ き もので す。 しか し人 々が語 るには,愛 は この世 か ら去 り,平 和 は今 日生 きてい る人
ユ　　

々にはあ りません。戦争の原因をあ らゆる点か ら考えるべきですけれど,世 の中の人々の

ことばか ら戦いの理由を探 し求めたい人には,戦 争は不思議な ものとな ります。戦争をす

るどち らの国が悪いのか誰に もわかりません。 といいますのは,す べての国が思い違いを
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し,戦 争 の原 因につ いて責任 が あ ります。 しか し,誰 もその ことに は気がつ きませ ん。 す

べ ての ものを守 り,こ の世 の入 々の秘密 を御 存知で お られ る神 が,人 々が ひたす ら誠実 に

訴 えて いる ことを 聞き,も う一度 私達 に愛 を与えて下 さる ことを祈 ります。 この世 のすべ

ての ものの王 で あ る神が,国 々の間 に平和 を もた らし,戦 争 の原因 を取 り除 き,そ して世

界が平和 にな り,神 もまた喜 こばれ ます よ うに。
ユ　ヨ

現在の聖職者たちの生活を考えるために,過 去のことを考えて ごらんなさい。彼 らは知
ユ　お

恵 と徳 を求 め る人 々の例で あ り,手 本で あ った と言 われて お ります。 まず第 一 に,彼 らは

自分達 が説 いて いる ことか ら考 えて,自 分 達の立場 に反す るよ うな世俗 的 なこ とに は心 を

傾 けないよ う,又,シ モ ンが金 を手 に入 れ たその よ うな悪 い行 いを自分達 は避 け られ るよ
206

うにと神 に祈 りま した。その当時,金 融を行 う者 は聖職の売買の仲立 ちを したり,そ れが

重荷 となっている者 も,そ うでない者 もいますが,受 禄聖職者や高僧のために昇進の書類
　ユ　

を送 った りして,お 金 を得 る ことは しませ んで した。 そ の当時 教会 は軍隊 や盗賊 の動 きま

わ るさなか,戦 争 の結 果 に何 ら左 右 され ることはあ りませ んで した。戦 った り,争 う こと

は聖職者 に とって立派 なこ とで はあ りませんで した。彼 らは簡素で,忍 耐 強 い ことを望 ん

で いま した。世俗 的な 習慣 が重 じられ る宮廷 は,彼 らが 関心の もつ もので はあ りませ んで

した。 名誉 を求 め る虚栄心,そ れ は火がつ くと傲慢 にな るのです が,そ のよ うな虚栄心 は
224

な く,彼 らはつ つ ま しく,傲 慢 を悪 と思 って お りま した。 聖 な る教 会 は貧 しい人 々に施 し

物 を与え,善 行 を行 いま した。聖職 者 の言動 は潔 白であ り,人 々はそれ を手本 に してい ま

した。 彼 らの喜 び は聖 書を読む ことで あ り,説 教 を し,祈 り,真 理 を知 らな い人 々に正 し
234(i)

い道 を教 え るこ とで した。 ペテ ロの船 は,そ の 当時 の聖職者 によ って舵 が と られ,人 々の

耳 に,キ リス トの教 え と徳 の ある ことばが,有 徳,謹 直,貞 節,寛 大,知 識 をそ なえた人
240

により伝え られました。 しか し現在 は事情が変 っております。聖職売買が行なわれ,世 界

は剣を手にしてお ります。キ リス トは自ら平和を命 じられ,キ リス トの教えは聖書に記さ

れてお りますが,不 思議な ことに,Aや 聖なる教会 は自分達の定 めた法を顧みず,一 時的
　らユ

なものであるか もしれないのですが,そ の幸福のために戦争を起 しています。神 はすべて

の正邪の原因はよく御存知です。聖職者が戦いのために使 うよ うな法が,施 行 されていま

す。聖職者はその本分 ともいうべき愛の心をもって,こ の不幸な世を改めることができる
260

のか私 にはわか りません。 しか し,人 の もつ本性 を考 えてみ ます と,神 の 国は遠 く,こ の

世 はま さに現実 に ある とお りです。 貧欲 をその召使 い と して い る虚栄 心 は狡 猜で あ ります

ので,自 分 の手 に しうる物 以外 に は関心 を示 しませ ん。 このよ うに して,教 会が係 る戦争

　　　

が始 まり,十 分 の一税 が戦争 のため に使 われ ます。 ま るで戦争 によ らな くて は,聖 職 者 は
272

その本 務 を果 せ ないよ うです。教 会の鍵 は剣の方へ と廻 り,祈 りは呪 い とな って い ます。
　　ヨ

信 仰を持 ち,戦 争 の害 を耳 にす る人 々は,こ の よ うな戦争 に驚 きます。世 の 中を癒 すべ き

者が今 で は害悪 とな り,特 に聖職者か ら忍耐 をな くして お ります。 これ は聖職者 が顔 に怒
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(3)

りの表情 を現 わ してい る所 で は,ど こで もみ られ ます。 しか し,グ レゴ リー の本 にあ りま

す よ うに,も し私 達が 彼の こ とばを信 じるな ら,高 位 聖職者 に神不 在 の原 因が あ る程度 わ

か ります。 すべて の ものは作 られた ままで あ るか,又 は変化 をす るか どち らかです。牧 師

補 の代 理又 は助手 の名 を持 つ者 がそれ を誇 るた めで な く,た だ キ リス トへの愛 のた めに,

高 い地位 に就 きたい と思 うな ら,彼 が 良心 に 従 って とった 行 動 のた め,教 会 に利益 が当

然 もた らされ ます。 しか し,世 俗の物 に心 を奪 われ,貧 困か ら逃 れ,豊 か になろ う とい う
304

理 由で,高 い地位 を受 け,喜 ぶ 者が います。虚 栄 と富 の ため に,学 者やパ リサ イ人 はモー
310

ゼ のよ うな指導者 の地 位に就 くことを望 み ます。守 るべ き教 義 は時 々顧 み られませ ん。 キ

リス トの こととなれ ば終 日彼 らは眠 ります が,世 俗 の こ とは何一つ 忘 れ るこ とは あ りませ
314

ん。宮廷で地位につき,名 誉が与え られている者は幸福に満 ちています。貧欲のもとで立

派な倉は,禄 とい う宝物を腹いっぱいためこんでいます。それは当然貧 しい人々に分け与

え られるべき衣類,食 料,住 居なのです。慈悲の心 は忘れ去 られ,彼 らは哀れみの種を も

まきません。怠惰は教会 に続 く書庫の中に見 られます。彼 らは世俗の ことにはたいそう関

心をもっております。美食が彼 らの口を満足 させてお りますので,節 制はもはやみられま

　 　 くの

せ ん。 さ らに,エ トナ山が聖職 者 の心 の 中で爆発 した時,彼 らの間で意 見が分 れ ま した。
{s)

アビニオンでのこの経験 はよ く知 られています。問題が解決されない時,諺 にもあります

ように,二 つの椅子の間に座 ろうとする者は転び,苦 しみを味わいます。教会における分

裂 は私達 にとって悲 しむべ きことです。真実のある側に神が味方され ることを祈 ります。
342

しか し,よ くみ られます よ うに,怠 惰 な人 は酒 にお ぼれて しま うと,ま す ます ひどい怠惰

とな ります。 丁度,炎 を消 さなけれ ば大火 とな るよ うな ものです。 嫉妬 が 引 き起 こす分

裂,分 派 について いい ます と,そ れが新 しい ロラルデ ィー とい う宗派 を起 させ,そ して聖
362

職者の間に多 くの異説 を起す原因となります。聖書に書かれてあることをすべて知 りなが

ら,あ る聖職者のす るような誤 りを犯 しているよりは,土 を堀 り,耕 して,正 しい信仰
ヨら　

の上 に立つ 方が良 い こ とです。手 に靴 を はき,足 に手 袋 をす る ことは,理 性 あ る人 の態 度

で はな く,立 派 な行 動 で はあ りませ ん。 もしキ リス トが この地上 で説か れ た徳 を考 え るよ

うな人,そ の よ うな賢 明な人 な ら,い ろいろな土地 の もつ傾 向 によ り左右 され る選挙 に よ

り,教 皇 制の本質 を歪 め る ことは望 まな いで しょう。 神 の意志 な ら,そ れ はな くすべ きで
　 む

す。 そ して,真 実 が最 後 まで残 ります す。 しか し,教 皇 とその地 位 につ いて は大 きな論 争

が起 り,い ろい ろと話 されて お ります。肯定 す る者 もいれ ば,否 定す る者 もい ます。 この

よ うに して,聖 職者達 は各 々,こ の世を良 くす る ことに は関心 を持 たず,国 民 の利益 とな
378

る こ とに は心 を向 けよ うとは しませ ん。彼 らは,神 は全能 で あ り,神 が 自分 の望 まれ るよ

うに決定 され るのだ と言 い,信 仰の危 機 とな るよ うな ことには何 もふ れ る ことはな く,す

べて の聖職者 は特 に世俗的 な ものに心 をひかれ,教 会 の もつ普遍 的 な教 えにつ いて,誰 も

守 ろ うとす る者 はいませ ん。 このよ うに正 しい教 え は守 られず,彼 らは自分達 の好 きな物
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390

を手 にす ると言 って います。 教会 とい う,羊 の群れ を入 れ る櫨 は こわ され,導 く者 のい な

い群 は世俗的 な ことに心 を動か され る愚 かな羊飼 いの過失 のため に,あ ち らこち らで夢 中
396

で貧 り食べて います。 羊飼 い達 は救 いに よるので はな く,今 や鋭 い棒 を使 い,癒 すべ き足

を傷つ けます。 どの ような羊 に もその背 には多 くの毛があ ります が,彼 らはそれ を刈 り,

奪 います。 そ して また,奪 うべ きものが他 に もあ ります。彼 らには,た だ手 に入 れたい と

思 う以外 に は理 由はあ りません。 しか し一度 始 めます と,そ れをや めず に続 けます。 それ
　む　

は良 い羊飼 いの行 動で はあ りませ ん。 この ことにつ いて聞いた こ とです が,彼 らは広 々 と

した草地か ら,い ば らのあ る所へ羊 を連 れて行 きます。 といい ます のは,羊 飼い はそのよ

うに羊 をひ ど く扱い,い ば らに羊を引掛 けさせ,と げ に残 った毛 を 自分の もの と します。
　ユ　

このよ うに羊 は傷つ け られ,羊 飼 いのために羊 はその毛 を失 ない ます。 このよ うに,彼 ら

はチ ョー クをチー ズ と偽 ります。 といいます の は,彼 らは良 い ことを話 し,教 えてお りま

す が,彼 ら自身 はその教 えを守 ってい ません。 も し狼 が現われ た として も,彼 らは群 を守
る　　

るべ き棒 を武器 と して持 って お りません。 しか し,も し哀れ な羊 が,た とえ小 さな罪 であ

って も罪 を犯 します と,彼 らはその羊を打 ちます。 彼 らはどのよ うな弁解 を して も,小 さ
429

な羊 な ら打 ち ますが,大 きな羊 を打つ勇気 はあ りません。 このよ うに,聖 職者達 は法を 口

に して い ますが,人 々が誤 り導 びかれて い るのがわか ります。 しか し,私 は これが普通 の

ことであ ると言 ってい るので はあ りませ ん。 心 に徳が住 んでい る聖職者 たちがい ます。彼

らは使徒が語 るよ うに,神 に選 ばれ,アpン が完全 な人 と呼ばれ たよ うに,彼 らも完全 な

人 と呼 ばれてお ります。彼 らは羊 の櫨の門を去 って,別 の門 に入 って行 った シモ ンのよ う
　　ユ

な人で な く,正 しい道 を歩 んでお ります。 シモ ンの後をつ いて行 く聖職者 も又 い ると言 わ

れて い ます。 シモンの荷車 は貧欲 と傲慢 とい う車輪がつ いてお ります。 そ して,教 会 はそ
449

の傍 を,心 にない ものを顔 に表 わ しつ いて 行 きます。 もしその 教会 の中を 覗 いてみ ます

と,彼 らの こ とば とその行 動 との間には大 きな違 いがあ ることが わか ります。 彼 らはその

ことば を聞いてい る私達 に,誰 も自分の生命 を粗末 に して はいけない と言 い,又,こ の世

の喜 びは単 に桜 の園で ある と言 い ます。 そ して,罪 が当然の報 いを受 ける地獄が あ ります
460

ので,悪 行 を避 け,善 行 を行 うようにと 命 じます。 彼 らの ことばを 聞 く すべて の人 々に

は,彼 らが手本 とな ってい るよ うに思 えますが,ま じめに しま して も,冗 談 に しま して も,
464

彼 らの ことば は彼 らの行 動で ない ことがよ くあ ります。彼 らは聖 なる物語 を例 に して,貧

しい入 々に衣服 や食 べ物 を与 え,こ の世の富を分 ける,こ の よ うな愛 に満 ちた行動が いか

に立派 な こ とであ るかを語 ります が,彼 らは自分 の持 って いる物 を分 ち与 え る ことは しま
470

せん。 その ような ことを考 えた こと もあ りません。罪 の償 い とな る苦行 と節制 を行 い,禁

欲 と貞節 を守 ることは良 い ことで ある と彼 らは言 って います が,卒 直 に言 います と,彼 ら

は贅沢 な食事 をいつ も し,そ して,柔 らか な寝床 に眠 る彼 らの こえた肉体 が,他 のすべ て

の ことを 自由に行 なえ る時,彼 らに は貞節 を保つ ことがで きない とは私 に は思え ませ ん。
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る　

しか し,私 は間違 った こ とを 口にす るか もしれ ませ ん ので,こ れ 以上 の ことは言 わない
　　エ

で お きます。 私 は このよ うな ことについて 聞いて お ります が,そ の事情 が どのよ うな もの

で あれ,私 には何 ら関係 はあ りませ んの で,も う考 え ないで お こうと思 い ます。 最初 に月

を創 られた方,全 能 で あ る神 は 完全 で お られ ます ので,も し原 因を 見つ け られ ま した な

487

ら,改 革 を なさ るこ とで しょう。誰 が何 と責 めよ うと も,理 性 を持 ち,真 実 であ る者 は反

論 す る ことがで きます。 悪 を行 う人 は善 を行 う人 を非難 す る ことはで きませ ん。す べて の

人 々は良 い行 動をす るべ きです。聖 職者 につ いて は,良 い者 は誉 あ られ るべ きで あ り,そ

うで ない者 は良 き者 とな るべ きです。 といい ます の は,聖 職者 は世間 の 目に対 し手本 とな

るべ き鏡 で あ り,彼 ら自身 が規則 であ り,神 と入 との媒 介 とな るべ きだか らです。

499

さて,民 衆 の こ とにつ いて言 います と,い ろい ろな所 で起 った あの運命 は恐 るべ き こと

です。 よ くあ るこ とです が,樽 のたが が破損 して いるた め,発 酵 して くる と,そ れ と気 づ

か ない うちに,突 然 樽が粉 み じん に こわれ,樽 の 中の ものがあ た りに流 れ出 します。普 通

は流 れ 出た り しない ものです。 又,よ くあ るこ とですが,土 手 の小 さな裂 け 目が,人 々

の気 がつか な い うち に,川 の水 を漏 ら します 。 その水 の漏 れ を とめ よ うとす るな ら,た い
ら　

そ う苦労 のい る ことで す。 法律 が ない所で は まちがいが生 じます。 この こ とを信 じない人

は賢 明 な人で はあ りませ ん。 といい ます の は,こ の こ とは以前 に何度 も証 明 されて お りま

す。 人 々の住 む所 には どこにで も騒 ぎはあ ります 。人 々が不平 を こぼす時,彼 らは世界 は

悪 くな って しま った と言 い ます。 すべて の入 はい ろい ろなふ うに自分の意 見を述 べ ます。
520

しか し,自 己を顧 み,良 心 を持つ 人 は最 初か ら自分 の信 じる神 を非 難 しません。 そ して,

神 はいつ も変 る ことはあ りませ ん。神 を非難す るべ きで はあ りませ ん。非 難 され るべ き は

私達 です。十 入,十 二人 で はな くすべ ての 人が非難 され るべ きで す。 といい ます の は,事

件 が生 じます と,そ の責 任 は人 にあ るか らです。
ら　

さ らに,運 命 が答 め られ るべ きで あ る と言う人 々が います し,又,行 動 を起 す その原 因

とな るのは星位 にあ る とい う意見 を持 って い る入 々もいます。 ど ち らが本 当か はわか りま

せ ん。世 間の人 々はその本質 か らして,真 実を知 りませ ん し,見 えない時 の よ うに,そ の

判 断 は適 切な もので はあ りませ ん。 世間 の人 々は非難 すべ き もの を非 難 しませ ん し,誉 め

　　む

称 え るべ き ものを誉 め称 えませ ん。 この よ うに世 間 は物 の 目方 を 計 らね ばな らない時,そ

の計 りには狂 いが あ り,私 達 に食 い違 いが お こ ります。 私達 はそれ に気 づ くべ きです。 私

達 に浮 き沈 みが あ るよ うに,世 界 に も浮 き沈 みが あ ります。 そ して,人 が 幸福 と不幸 の原

ら　

因 を作 ってい ます。 私達 が運命 とよぶ ものは,そ の人 自身 か ら生 じます 。 この よ うに考 え

る ことがで きない人 は,イ ス ラエ ルの人 々を見て み なさい。 彼 らイス ラエルの民 が良 い行

いを してい ます と,運 命 の女 神が彼 らに微笑み,彼 らが 悪い行 いを します と,運 命 の女神

らら　

はよ そを向 きます。 世間 の人 々は不思議 な ことに,物 が十分 あ るよ うに思 って い るのです

が,い つ まで も豊 かで はない こ とを この ことは良 く説 明 して い ます。 すべ て世俗 の こ とは
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むな しい ものです。運命 の車輪 は常 に廻 り,そ して,人 が いつ も頼 るべ き もの はあ りませ
ヨ　　

ん。運命 の車輪 は じっと止 ま ることはな く,そ こには人 の意志 は入 りこむ ことがで きませ

ん。私 達の知 る限 り,時 以外 存続す る ものはあ りませ ん。世界 に は絶えず争 いがあ り,地

位 は安全 で ないか も しれ ません。 この世は至 る所で,さ まざ まに変化 して きま した し,今

も変化 を し,将 来 も変化 す るで しょう。 この ことにつ いて,特 に私 は聖書 に一つ の信 頼す

べ き物 語 を見 い出す ことがで きます。 この物語 によ ります と,こ の世 の ものが世界の終 り

ら　

まで存在 しないその理 由を,争 いにあ ると して います。 すべて の物が神 に支配 されて以来

今 日まで,ど のよ うな ことが起 ろ うとも,こ の地上 で起 ることに対 し人 にその責任が あ り

ます。 人 はその行 動に よ り,世 界 に不幸 を もた らしています。 人が正 しくこの世を治 め る

ことによ り,世 界の幸福 を もた らす ことがで きます。
　　ヨ

全能 の神 は この世を創 られて以来,す べて の ものを心 に覚 えてお られますが,こ れか ら

申 します よ うに,ダ ニ エル に予言 を言 われ,こ の世 は変 り,つ い には終 りが くると言 って

お られ ます。 この ことにつ いての物 語を しま しょう。

ら　ら 　

ネブカ ドネザルが眠 って いた時,彼 は夢を見 ま したが,朝 起 きるまでそれを 口に しませ
599

んで した。彼 はその夢を恐れて いたか らです。彼 は ダニエルに 自分 の 見 た夢 の ことを述

べ,そ の夢 が何 を意味す るのか丁寧 に説明を求 め,次 のよ うに語 りま した。 「私が寝床 で

眠 って お ります と,不 思議 な,今 まで見 た ことのないよ うな像 を,舞 台の上 に見 ま した。
　ら

頭 とその首 はすべ てすば らしい黄金 で で きてい ま した。 胸,肩,両 腕 は すべ て 銀で した

が,腹 部か らひざ までず っと青銅 でで きて いま した。 すね は鉄でで きてお り,足 の一部 も

鉄 でで きて いま したが,他 の部分 は人が壷 を作 る土 か らで きて いま した。脆 い物 と硬 く強
　ユ　

い物 とでで きて いま したので,そ れは長 くは もちませ んで した。 といいますの は,そ の時

私 は,山 の高 い所 か ら大 きな石 が偶然 に も,突 然 その像 の上 に落 ち,そ の石 のため,金,

銀,土,鉄,真 鍮 は細か く,粉 々に殿れ,何 ら価値の ない物 にな ったの を見 たよ うに思 え

ま した。」
625

これが彼 の見 た夢 で した。 ダニエルはその夢 につ いてす ぐ説 明 し,そ の異様 な像 は世界

が今後 変化を し,そ して,ま す ます価値 のない もの とな り,遂 に は破 滅す る ことを示 して
　ヨ　

いるのだ とネブカ ドネザ ルに言い ま した。 ダニエル は黄金 でで きた首 と頭 は,今 後現 われ

る ことがない よ うな価値 のあ る,高 貴で,豊 かな世界 を示す もので ある と説明 しま した。
　ヨら

それ以外にある銀は,価 値の低い世界を示す ものであり,そ の後の真鍮の腹部は悪 くなっ
639

た世界を示すものです。彼がその後に見た鉄は,更 に堅固な世界を示 しますが,な かでも

最も悪いのは最後のものです。彼が土 と鉄でできた足が分裂 したのを見た時,そ れは不幸
645

を示 して いま した。 世界が分裂す る とそれ は必ず崩壊 します。 土 とま じりあ って いる鉄 は

永 く存在 しませ ん。 そ して,一 方 が他 方を壊 します と,ま す ます早 く破壊 してい くのは当
　らユ

然だか らです。石 が高 い山か らこの像 に落 ち,像 を粉 々に殿 したとい うネブ カ ドネザル の
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夢 を ダニエル は説 明 し,人 々が真 直 ぐに立 ってい よ うと思 う時,そ の人 々を倒す 神 の力に
　　お

つ いて語 りま した。 そ して,そ れ は この世 の終 りで あ り,そ れか ら新 しい世 界が生 じます。

その新 しい 世界 か ら人類 は離れ るこ とな く,苦 しみか安 らぎか どち らかがいつ まで もあ る

と説 明 しま した。

　　ヨ

ダニ エル は この よ うに,バ ビロンの町 の王 が見 た夢 をは っき りと説 明 しま した。 その町

に住 んで いた カルデ ア人の最 も賢明 な 者で も,そ の夢 の意 味が わか りませ んで した・ ダニ
　　む

エル はその夢 の一 部始終 を説 明 しま した。最 初 の 黄金 の 世界 は バ ビ ロンの王 の 時代 で あ

り,長 く続 きま した。 そ の時 は,す べて の諸候 が王 に従 い,王 はその地位 につ いてい ま し

たが,遂 に世界 が変 りま した。 そ れはペ ル シャの王 シル スが息 子の カ ムビ シスと共 に,バ

ビロ ンの王 に背 き,自 分 達の望 み どお り,バ ビロンを支配 下 にお き,占 領 し,そ して,バ ル
687

ザ ール王 は殺 され,そ の国 とすべ て の財 産が失 な われた時で した。 このよ うに して彼 らが

バ ビロンを勝 ち取 った時,黄 金 の世界 が消滅 し,銀 の世界 が始 ま りま した。 ペル シ ャ王 国

はダ リウス王 の時 代 まで続 きま した。 そ の後 ア レキサ ンダー王 が支配 す る とい う事態 が生

じま した。彼 は部 下 を引連 れ,多 くの驚 くべ き ことを行 い ま した。彼 はギ リシ ャへ渡 りま

した。ギ リシ ャ人 の地位 はよ くな りま した。 ペル シ ャ人 は征 服 され,当 然苦 しみを味 わい

699

ま した。 この時,銀 の時代 は去 り,真 鍮の世界 が始 ま りま した。 この時代 は暫 く続 きま し
705

たが,遂 にア レキサ ンダー王 は時機 が来て,死 の 力 に屈 しま した。王 は死ぬ前 に,彼 に仕

えた諸候 に国 を分 ける ことを定 め,そ の功績 に従 って,王 が勝 ち取 った領 地 を彼 らに分 け

ま した。 そ の領 地 を得 た 者の間で,彼 らの心 を支 配 して い た傲慢 な妬 みの ため に,争 いが

生 じま した。遂 に,当 時 ロー マの王 で あ った誉 れ高 い ジュ リア ス ・シーザ ーが強 力な軍隊

を引 き連 れ,激 しい戦いで勝 利 を収 め,ギ リシ ャ,ペ ル シ ャ,そ して カルデ アを も支配 し

ま した。彼 は東方 の地 だけで な く,西 方 の地 を もその帝国 の支配下 におき,彼 は全 世界 の

王 とな り,世 界 を支配す る君主 とな りま した。 彼 は皇帝 とい う名誉 を得 た最 初 の 者で あ り

ま した。
727

ローマが攻撃 を仕掛 け る と,戦 いをす る 者はな く,す べて の国が彼 に服従 しま した。 真
　ヨヨ

鍮の時代 は過ぎ去 り,鉄 の世界が運命の車輪の上 に高 くのって訪れてきま した。鉄 は人類

が見い出 した金属の中では一番堅いように,そ の当時U一 マは最 も強い帝国であり,長 く
(7)

存在 しま した。 しか し遂 に は ローマ市民 は堕落 し,罪 深 い皇帝 レオは,コ ンス タンテ ィヌ
{g)

スー 世が その慈悲 の心か らシル ウェステル に残 した教 会財産 を,息 子 の コンス タンテ ィン
　　ら

と共 に教会 か ら奪 い取 りま した。 ア ド リア ン教皇 は この不 幸 なで きご とを見 て,フ ランス

へ訴 えに行 き,立 派 な シ ャール メイン大帝 に キ リス トのた め,魂 の救 いの ため に,聖 な る

　 アら　

教会 を守 る戦 いを求 あ ま した。神 に対 し敬 虐 な気 持 を持 って い るシ ャー ル メイン大 帝 はそ

の 申 し出を受 け入 れ,軍 勢 を連 れ,ロ ンバ ルデ ィーの山 を越 え進軍 しま した。剣 を血で 染

め,ロ ーマの暴徒 を打 ち倒 し,ロ ーマを 力で手 に入 れま した。 この よ うに 彼 は 武勲 をた
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もの

て,聖 な る教 会 に再 び特権 を与 え,教 皇の失 な った ものを取 り戻 し,そ れ以上 の ものを教

皇 に与え ま した。 この よ うに彼 は神 に仕 えま したので,当 然 の ことです が,王 冠 を与え ら
766

れ,王 位 につ きま した。p一 マ帝 国 は征 服 され,ロ ー マの支配権 は再 び ローマ市民 の手 に

入 る ことはな く,長 い 間 ローマ はフ ラン ク王 の意 の まま にな りま した。 その後運命 の女神

が その車 を廻 して,ロ ンバ ル ジア人 が剣 によ らないで,チ ャール ス ・カルバ スとい う名 の

その 時の フ ランス王 の 同意 によ りローマ帝 国を手 に入 れ ま した。 カルバ スは同 じロンバ ル
779

ジア人で あ った従 兄弟 のル イ スに,ロ ー マ帝 国 を譲 り渡 しま した。 その状態 は アルバ ー ト

とべ レン ジャーの時代 まで続 きま したが,結 局彼 らは争 いを起 し,立 派で あ った彼 ら二 人
ア　

は不和 とな り,名 誉 と世界の平和を失いま した。諺にもありますように,富 は失なわれず

に,い つ まで もその状態を維持す ることはあったにありません。 これはロンバルジア人の

場合 にみ られま した。 アルバー トとべ レンジャーの争いは彼の心の中に生 じた食欲 と嫉妬

によるもので した。軍隊に命令を下す ことができる者が町の内外で民衆を支配 しました。

市民の権利を守る者がなく,法 による統治が不可能 となり,U一 マは分裂によって苦境 に

立たされ,そ の結果必然的に外国か らの援助を求めま した。
802!11)

イ タ リアは分裂 し,法 が施行 され ませ んで したので,イ タ リア人 は ドイツか ら七人 の王

を選 び ま した。 その当時 の ドイツは七 人 の王 によ り選挙 に よ り統 治 されて い ま した。 感謝

の精 神 が欠 けて いま したので,ロ ンバ ルデ ィア人 は イタ リアの支 配 を失 い,ゲ ル マ ン人が

それ を譲 り受 けま した。 ゲル マ ン人 は 自分達 の地位 を強 め るため に,自 分達 の間 で一 致 し

た意 見 は守 り,争 って い る国 があれ ば,そ れを 自分 達 の もの に しま した。 やがて彼 らは,

年 代記 にあ ります よ うに,オ ッ トー とい う名 の者 を皇帝 に し,そ の時 か ら今 日まで神 聖 ロ
(12)821

一 マ帝 国 はゲ ルマ ン人 の手 の中 にあ りま した し,今 日 もそ うです。 この よ うに,ネ ブカ ド

ネザ ルが夢 で見 た像 はその後 の 世界 で ある とい うダニ エルの説 明か らわか ります よ うに,

予言 の最後 の ことばが 今現実 に現 われて い ます。 この世 界 は今,分 裂 した状 態 とな って,

土 と鉄 の足 で立 って います。 これ は ローマが分裂 しは じめ た時 に始 ま ります。 この よ うな

状態 は残念 な ことです。 といい ます の は,そ れ以 後世界 はます ます,日 毎 に悪 くな って お り
834

ます。 私達 が まず 第一 にmマ を見 れ ば,ネ ブ カ ドネザル の夢 が真実 で あ るこ とが わか り

ます。 ローマ の城 壁や市 内 は破壊 し,崩 壊 し,宮 殿 の あ った場 所 は野 原 とな り,町 は荒地

とな り,更 に もし私 達 が ローマの戦士,市 民 の ことを考 え,そ して,現 在 のpマ の力 を

過 去 と比べ てみ ます と,も みが らはかつて は小麦 で あ りま した。 　一一一マ は以前 の よ うに,
849

栄光 も世界 の富 ももってい ませ ん。栄 光 の去 った原 因 は,も し真 実 を語 るな ら,分 裂 にあ

ります 。分 裂が あ る所 では,分 裂 は時 の支配 を受 けて い るものだ けにあ るので はな く,魂
　ら　

を も混 乱 させ る母 親です。 いろい ろなで き ごとによ り,こ の ことが真実 で あ るこ とが証明

され てい ます 。 そ して,世 俗的 な ものの持つ 毒が聖 な る 教会 の中 に 入 り 込 む ことによ っ

て,こ の ことが今 まで証 明 されてい ます 。 キ リス ト自身 が教 え られ たよ うに,も し神 と世
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俗的 な もの の両 方 に仕え るのを避 け るな らば,神 と共 に この 世で生 き,安 らぎを得 るこ と

がで きます。 キ リス トの この ことば には偽 りはあ りませ ん。す べて の人 々には明 らかな こ

とです ので,こ の ことにつ いて さ らに正確 に述べ,語 る必要 は あ りませ ん。今 や 世界 は終

874

りが近 づ き,ダ ニ エルが 説明 した ネブカ ドネザ ルの像 の外 観 を呈 してい ます。 黄金,銀,

真 鍮 の 世界 は過 ぎ去 り,け っ して 相容れ るこ とのな い,土 と鉄 の不 安定 な 占い足で 立 って

い ます。 そ れ は分裂 した物 の よ うに倒れ るにちがい あ りませ ん。

　　ユ

私達 に世界 の終 りが訪 れ ると,使 徒 は語 って お ります。 この世界 を示 してい るあの像 が

殆 ど倒 れて い る ことを私達 は知 って います。 この 世はかつて は偉 大 で したが,今 や年が過

ぎ,弱 い もの とな り,堕 落 し,不 幸 と災 難 に満 ち,私 が話 して きた像 の よ うに分裂 して い
892

ます。 人 々に はわか るで し ょうけれ ど,愛 が ない ため国が分 裂す る と,必 ず不幸 が起 りま

す。今 日四方 を見 わ ま します と,こ の世 は分裂 し,戦 争 が キ リス ト教 徒 の間で至 ると ころ

で起 り,入 々 は復 讐を誓 って います。聖職 者 はいつ も説教 を し,慈 悲の心 に基 づ かな い立

派 な行 動 はない と言 い ます が,恐 ろ しい戦 争が立 派 だ とされて も,そ こに愛 が あ るとは私
　むら

に は思 え ませ ん。戦 争 によ るすべ て の不幸 は,知 識 があ り,理 性的 に判断 で きる人 によ っ

910

て起 ります。 この ことを示 す ために,例 の像 は獣 で な く,人 の姿 を して います。最 初人 間

はすべ ての生物 を支配 す るよ うに命 じられ ま したが,そ の後 この力 はな くな りま した。 ア

ダムが堕 落す ると,獣 も堕 落 し,ア ダムが病気 にな る と,獣 も病 気 にな りま した。最 初,

920

太 陽 と月 とい う天体 は人 の罪を怒 って,隠 れ ま した。罪 の ため に,上 空 の きれい な空 気 は

しば しば汚れて い ま した し,今 日で もたびた び汚 れて います。今 や激 しい風 が吹 いてい ま

すが,や がて静 まるで しょう。 時 に は晴 れ るこ ともあ り,時 に は曇 ること もあ ります。戦
929

争を引 き起 こす 人間 の罪 は憎 むべ き もので あ る ことが わか ります。万物 の現 象を 見てみ ま

す と,地 上の私 達 はすべて 自然 の状 況 に似 て います。潮 が満 ち,そ して引 き,地 上の物が

枯 れ,又 芽 を出 し,木 々は緑 で おお われ,又 葉 を落 と し,楽 しい夏 の花が見 られ ると,又

激 しい冬 の雨 があ り,昼 が あ ると又夜 が きます。 すべて の物 は同 じ状態 を保 ち ませ ん。光

が あれ ば,闇 があ ります。 そ して,地 上 に起 こる ことは,人 間の もつ気 質 とその状態 に影
　　ら 　　

響 を受 けて います。 グ レゴ リー は彼 の著 「道 徳』 の 中で,特 に人間 はま さに小 さな世界で

あ る と述 べて います。 その理 由 を彼 は,理 性 あ る魂 を持 つ人 は天 使 に似 て お り,感 情 は獣

に似て,そ の成 長 は木 の よ うで あ り,そ して石 のよ うに存在す るか らで あ ると説明 して い

ます。学者 が述 べて い ます よ うに,人 間 はその本 質か らす る と世 界 のよ うで あ り,こ の小
　ら　

さな世界 の回転 の調子 がか わ ると,大 きな 世界 も倒れ ます。大地,海,天 空 これ らすべて

は 人間 に対 す る裁 きを求 め,戦 いを挑 んで お ります。人 間 の 世界が乱 れ ます と,他 の もの

も調 和 をな く します。 私が述 べ ま した よ うに,人 間が すべて の不 幸の原因で あ り,世 界が

分 裂 してい る原 因で もあ ります。
　　フ

福 音書 に もあ ります よ うに,分 裂 はあ る家 を別 の家 の上 に位 置 させ,遂 には国家 は完全
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に倒れ ます。す べて の人 々は,特 に分裂 が世界 に破 滅 を もた ら し,実 際 この世 の初 めか
974

ら常 にそ うで あ った ことを知 るこ とがで き ます。 この ことは人 間 につ いて考 え る と,う ま

く示す ことが で きます。 入 間 はその本 質 が,冷 い もの,熱 い もの,湿 った もの,乾 い た も

のが分裂 して で きて い ます ので,死 ぬべ き運命 にあ ります。人 間 にあ るこれ らの相 反す る

要 素が絶 え ず争 いを起 し,結 局 あ る一つ の要素 が優 勢 に な ります と,健 康 が奪 われ ます。
　お

しか しそ うでな く,も し人 間 の体 い ろい ろの要 素で な く,た だ一つ の要素 か らで きて い ま

す と,調 和 があ り,分 裂 は生 じません。 しか し,人 間の体 に は分裂 が あ り,生 命 は続 くこ

　ユ

とな く,死 にます。人間の体 には今述べ ました分裂以外 にも,分 裂があります。その分裂

のたあに生命がある間,体 内に争いがあります。 すなわち,肉 体 と精神 も又 分裂 してお

り,肉 体の憎む ものを魂 は好みます。 このような争いが あります。 肉体 と精神の 争いに
1002

は,弱 い方 が勝利 を収 め ます。過 去 に もあ り,現 在起 ってい る ことを思 い起す 入 は,エ デ

ンの 園で初 めて起 った争 いを悲 しく思 うにちがい あ りませ ん。 そ こで の争 いは何 で あ った

か,又 そ の争 いが どの よ うな不幸 を もた らしたか を人 々は知 って い ます。 この争 い が恐 ろ

しい罪 悪 を もた ら し,そ の大 きな罪 の たあに,地 上 の人 々の間で分 裂が生 じ,そ して神 が洪

水 を起 し,箱 船 に乗 って助 か った ノア とその家族 の者 を除 いて,世 界 をすべ て滅 ぼされ た
ユむユ　

ので す。 そ して,ニ ム ロデ は大胆 に も高 いバベル の塔 を築 こ うとい う罪 を犯 しま した。 そ

れ はあたか も,神 の力 に対 し戦 いを挑 む よ うな こ とで した。 それ ゆえ神 は,他 人の考 え を

知 る ことが で きず,共 に生 活が で きない よ うに とい う意 図を持 ち,地 上 の こ とばを分 裂 さ
ユ　 　

せ られました。罪が原因となっているすべての行為はいつ まで も続 きません。罪はその本

1032

質か ら して分 裂 を生 み 出す母親 であ り,世 界 の終 りを示す もので す。 世界 の終 りが近 づ く

と,平 和 と平 安が み られず,愛 がな くな り,人 々の間で憎 しみが増 す とキ リス トは は っき

りと語 って お られ ます。 この よ うな兆候 が現 われ ます と,ダ ニ エルが語 った よ うに,突 然

石 が落 ち,そ れが 世界 を滅 ぼ します。 その後 死者 は立 ち上 が る と,喜 び か,罰 を受 け るの

ですが,永 久 に滞 ま る所,す なわち,天 国か地獄 へ行 きます。 天 に は平和 と平安 が あ りま

すが,地 獄 には争 いが満 ちてお り,そ の争 い は解 決 され る 日はあ りませ ん。 各入 が互 い に

平 安 に暮 し,兄 弟 のよ うに愛 しあ うこ とは良 い ことで す。 そ うす れば,富 と心 の安 らぎが

得 られます。

　む　ヨ

心の安 らぎを もた らすハ ープ を持 ち,そ れ に合 わせ て上手 に歌 い,そ の調 べ によ り獣 を

お とな し く,や さ しくさせ,雌 鹿 と獅 子 を,狼 と羊 を,野 兎 と猟 犬 を共 に平 和 に暮 させ た
　

ア リオ ンの よ うな人 が今 い る ことを神 に祈 ります。 そ して,ア リオ ンの歌,羊 飼 いの声,

そ して,神 の声 を聞 く地 上 の人 に はすべて,平 和 が もた らされ ます よ うに。 入 々は王 の こ

　む　　

とばに従 い,王 も人 々の意見 を聞 き,心 が一 つ とな り,悲 しみが去 ります よ うに。す べて

の 人 々が笑 い合 う時,そ れ は楽 しい調 べ とな り,ア リオ ンの よ うにハ ープ を奏 るこ とがで

きる人が いれば,人 々が憎 み合 って い る多 くの場所 に平和 が もた らす ため に,彼 らはた い
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そ う役 に立 ちます。争 いが起 りか けて い る時,そ の よ うな入以外 何 も役 立 たない と思 い ま

1078

す。知恵 が無謀 を生 み 出 し,理 性 が怒 りに変 ります と,節 度 が保 たれ ず,こ の世 に暴 力が

もた らされ ます。 これ は恐 ろ しい状態で あ り,入 々に悲 しみ を もた ら します。 しか し,こ

れ は人 々を待 ち うけてい ます。鋭 い拍車 が馬 の脇 腹を あ ま りに もひ ど く打 ち ます と,そ れ

によ って悲 しみが生 れ ます。 この よ うな ことについて は もう述 べ ないで お きま しょう。 こ

の ことは神 以外誰 も,思 いの ま まにす るこ とがで きませ んので。
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(1)教 会 の こと。

(2)教 区民 は教会 維持 のため毎年主に豊作物の十分の一を納めた。

(3>pマ 教 皇 グレゴ リー一世(c546-604)の 著 『牧老法規』(Liberregulaepastorlis)の こ

と。

(4)「 工 トナ山が爆発す る」 とは 「嫉妬 にもえ る」の意味。

(5)ロ ー マ とア ビニオ ンで教皇が その権力を争 った こと。

(6)ダ ニ エル書二章。

(7)皇 帝 レオは ビザ ンテ ィン帝 国皇帝 レオ三 世(c680-741)そ の 息子 は コンス タンテ ィヌ五 世

{718-775)o

(8)「 教 会財産」 とはいわゆる 「コンス タンテ ィヌスの寄進状」 とい うもの。偽 イシ ドル ス法令集の

中に含 まれ る文献 で,ロ ーマ皇帝 コンス タンテ ィヌス(277-337)が 改 宗の際,ロ ーマ教皇 シル

ウ ェステルー世(314-335存 位)に 感 謝の しる しと して,　 一 マ,イ タ リア,西 方諸地域の宗教

上 の裁治権 だけでな く,統 治権 を も寄進 した ことを主張 してい る。 その製作 年代 は八世紀後半 と

されて い るので,後 で偽造 された ことは明白であ るが,中 世で は一般 に信 じられて いた。

(9)こ この記述 には誤 ま りが あ る。

シ ャー ルメイ ン大帝(742又 は743--814)が 生 まれ る前 にビザ ンテ ィン皇帝 レオ 三世(c・:1

741)は 死 んでい る。 なお,シ ャール メイ ン大帝 は ローマ教皇 ア ドリア ンー 世(772-795在 位)

か ら,ロ ンバー ド王 デ シデ ウスとその ロー マの親派 に対す るた め援助を要請 されて,そ れを倒

した後,774年 に ローマ入 りし,又,ア ドリア ンー世 の後 を次 いだ レオ三 世(795-一 一816在位)か

ら,ア ドリア ンー世の支持 者か らの攻撃 に対抗す るための援助 の請求を受 けた。 その後 レオ三

世か ら800年12月23日 「皇帝 」の位 を受 けた。

⑩ 教 皇領 の こと。

(11)本 文 ではThempire・fRomeと あ る。

(12)こ こ も本文 ではThempireofR・meと あ る。

(13)ロ ー マ教皇 グレゴ リー一 世による。MoraliainIobの こ と。

(14)ヘ ロ ドトスが語 った紀元前600年 頃 のギ リシ ャの リュー トの演奏家 の こと。彼 は地 中海 への旅

の後,水 夫達 に財宝を奪れて,殺 されかか った時,歌 を歌 う許可 を乞 うた。彼 は許 され,ラ イ

ア(古 代ギ リシャの七弦 の縦琴)を 伴奏 に して哀歌 を歌 った。 そ して海 に身を投 げたのだが,

そ の歌 に魅せ られ たいるか に助 け られ,陸 に運 ばれた。 その後 水夫達 は罰せ られた。
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